
平成２６年１２月２２日（月）～平成２６年１２月２８日（日）〔平成２６年第５２週〕の感染症発生状況

第５２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)インフルエンザ 2)感染性胃腸炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。

インフルエンザの定点当たり患者報告数は３６．７０人と前週（２３．７８人）から増加し、基準値（定点当たり３０人）を超えたため、市内

に流行発生警報を発令しました。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１２．７０人と前週（１５．２４人）から減少し、例年とほぼ同じレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第５２週報告数第１位

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局健康安全部・各区役所保健福祉センター（保健所）
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０

川崎市内において、平成26年第52週（平成26年12月22日～12月28

日）のインフルエンザ患者報告数が定点当たり36.70人となり、基準値（定

点当たり30人）を超えたため、市内に流行発生警報を発令しました。

平成27年第1週（平成26年12月29日～平成27年1月４日）は、年末年

始で多くの医療機関が休診のため、患者報告数としては一時的に減少する可

能性はあるものの、保育園・学校・職場等

では、始業に伴いさらに感染が広がること

が予測されるため、十分注意が必要です。

インフルエンザ流行発生警報発令！！

第５２週報告数第２位
川崎市の年度別インフルエンザ発生状況

～インフルエンザにかかったら～

自分のからだを守り、他の人にう

つさないようにしましょう。

 安静にして、休養をとりましょ

う。特に、睡眠を十分にとりまし

ょう。

 無理をして学校や職場などに行

かないようにしましょう。

 咳・くしゃみなどの症状のある時

は、マスクを着用しましょう。


